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出席者は記録者が印を付ける。
出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

· 本日と明日17：30より、第5回法人研修が行われます。「個人情報管理について現場が注意しなければならないこと」をテーマに行われ、個人情報管理委員会委員長が講師を務めます。会場はメンタルケア病棟4階メモリアルホールとなります。尚、両日に参加出来ない方は、12/28（金）17：30より同会場にてビデオ研修を行います。

· 下記日程において、病院2階打刻機前にて冬期賞与個人票・コメントを配付するとの事。
（日程）
12/26（月）　17:00～17:20
12/27（火）　12:00～12:20及び17:00～17:20
12/28（水）　12:00～12:20及び17:00～17:20
· 1/10（火）と1/11（水）にて介護スタッフを対象とした看護グループ教育研修が予定されています。「精神科における生活療養指導」をテーマに、野々上スタッフが講師を務めます。対象スタッフは出欠の入力をお願いします。

· 新春書初め大会を下記の日程で開催するとの事。今年度の書初めは「岸（きし）」を題として、例年通り職員の書き初めも行います。当日に勤務の都合にて集会室で書初めを行えないスタッフについては、12月30日（金）を期日に庶務室前廊下に必要物品が準備されているのでそちらで書初めを行って下さい。
（日程）
平成24年1月5日（木）9：30～11：30（午前の部）
　　　　　　　　　　　　14：00～16：00（午後の部）
・年末年始にかけ患者様が外出泊を行う際は、患者様及び御家族様への個別の説明対応と薬

の管理説明を行うようお願いします。また、トラブル等の無いよう、スタッフ間での情報共有も確実に行うようお願いします。

・年末年始にかけ病棟でも特別スケジュールを組んでいます。それに伴い、スタッフの勤務分担の調整も行っていますので、年末年始に勤務されるスタッフは各自で勤務分担の確認をお願いします。

・疾病教室1週目が終了。現在、2週目について実施予定等を担当スタッフと調整しています。

＜患者様連絡事項＞

・今後の症例検討についてですが、下記の予定で実施する予定となっています。担当スタッフは必要書類の準備と情報確認をお願いします。

（実施予定患者様）

12/29（木）磯島　貴広様　主治医：田名部Dr

12/30（金）種市　久子様　主治医：安ヶ平Dr

1/5（木）清水　由美子様　主治医：田名部Dr

1/6（金）清水　徹様　　　主治医：安ヶ平Dr

・坂本　のり子様～以前、西病棟にて破損させたパソコンの請求書が届いています。請求書原本は御家族へ渡し、コピーはカルテへ綴じるようお願いします。

・多田　うめ様～12/27（火）11：00より、介護認定調査を予定しています。

・前川原　勝美様～オムツ類を始め、私物全般の管理に注意するようお願いします（以前に南病棟で保護者様とのトラブルがあった為）。例えば、どのようなオムツをいつ依頼連絡し、いつ届いているのか、また、依頼した時点でも、オムツの在庫は「○○になります」等、出納管理が今までの経過から慎重に必要になるケースと思われます。

・松橋　清子様～新聞共同購読を止めたいと本人より希望あり、必要書類に記載して頂いています。

＜皮膚科診察＞

・木村　格治様～本人が処置を止めたいと希望され、頭部の皮膚状態も改善している事から処置終了となっています。

・植村　廣隆様～本日より処置開始。①急性湿疹：頭部、デルモゾールG軟膏1回/日②白癬：両足、ケルガークリーム1回/日。

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～終日隔離継続中。本日、コーヒーを提供した際にスタッフへコーヒーを掛ける行為あり。異常体験に左右された発言が聞かれている。粗暴行為を匂わす発言や、特定スタッフに固執した発言もあり、引き続き行動化に注意し対応していく必要があります。24日のクリスマス会ではスタッフ見守りの中、約1時間は退室する事が出来ていた為、本人の精神症状を観察しながら出来る限りの気分転換を図っていける事が本人の不安等を軽減させる事に繋がると思われます。退室時間を設ける事が難しい場合も、何か本人にとって気分転換出来るものを提供し、病気から開放出来る時間を設けていく事が本人の安定にも繫がっていくものと思われます。

＜要注目患者様ケース検討＞

・岩舘　賢一郎様～水様便の排便があるが、固形便の確認が出来ておらず、大腸癌も患っている為、主治医指示にて腹部レントゲン撮影を実施。結果、ガス貯留が認められるものの、他異常所見は認められず、経過観察となっています。引き続き、排泄状況の観察と併せて全身状態の観察をお願いします。

・大下　弥三郎様～左下腿の冷感著明、循環障害も認められている為、血流改善目的にて、抗血小板薬：パチュナ（100）1錠が2日分臨時処方となっています。肺塞栓症を併発する可能性もあるとの事。バイタルサインを始めとした全身状態の他、呼吸状態や胸部痛の有無等の突発的な症状に注意していく必要があります。症状出現時は、即座に医師への報告と指示受け対応を行って下さい。

＜川端Ｄｒ診察情報＞

・小笠原　久年様～夜間の睡眠が不安定であり、精神症状の悪化も認められる事から、本日より薬剤調整を行っています。突発的に粗暴行為を行ってしまったエピソードもありますので、言動等の変化を敏感に捉え、突発的行動に注意し対応して下さい。

・村上　幸子様～退院時処方14日分処方。

・小野寺　ノリ様～退院時処方8日分処方。右下眼瞼に麦粒腫あり、タリビット点眼薬とニフラン点眼薬が処方。4回/日点眼指示ですので、状態観察と共に忘れず点眼して下さい。

・向井　敦子様～12/28（水）リスパダールコンスタ（50）1A、フルデカシン（25）3A筋注予定。本人より鼻汁の訴えがあり、明日アレルギー検査実施の指示が出ています。

・切明　茂雄様～本人より鼻汁の訴えがあり、本日より抗ヒスタミン剤：アレグラ2錠が再開となっています。また、明日アレルギー検査実施の指示が出ています。

・杉澤　恵子様～本人より鼻汁の訴えがあり、明日アレルギー検査実施の指示が出ています。

＜川端Drケースカンファレンス＞

・鳴瀬　裕之様（39）　主病名：統合失調症　入院形態：医療保護入院　主治医：川端Dr

（医師方針）

薬物療法により症状の安定をはかり治療プログラムへ取り組んで頂く

（看護方針）

治療プログラムを中心に安定した集団生活が送れる
（本人及び御家族の希望）

本人：テレパシーが聴こえたら退院したい。

御家族：今後退院が出来るかどうか、もし退院出来ても対応できるか不安がある。
（入院前の問題点）

入院により治療継続していたが、意思疎通困難な状態であり、判断能力・治療への理解力の低下が見られている。

（現在の様子）

・幻聴に左右された独語や空笑あり、時計を見ながら決まった時間にホール内を歩き回っている事が多い。（時には怒り口調での独語も見られる）

・作業療法は1時間程度参加出来ているが、課題を終えると途中退席している。

リハビリテーションプログラムは「集会室が怖い」「具合が悪くなる」と顔出しのみで、体育館へ行き、スタッフに声を掛け途中退席している。
・月1回程度、母様が面会に来られる事があるが、差し入れを受け取るのみで「帰れ」「もう来るな」とすぐに面会を終了してしまう。スタッフ介入にて少しではあるが会話出来るようにはなっている。

・月1回程度、本人の希望でスタッフ付き添いにて外出し買物されている。
（今後の必要と考えられる支援）

・各プログラムへの参加を本人の意思や精神症状を踏まえた上で進めていく。

・家族へのアプローチ、今後の方向性を確認していく。

・家族への疾病教室

・自宅退院は可能か？

（ケースカンファレンスでの意見）

・現在、スタッフ付き添いにて外出を行っているが、最初に外出を行うようになったきっかけを確認する必要がある。

・入院前の本人の趣味や経歴等を改めて情報収集する必要がある。

・本人の個別での疾病教室導入はどうするのか？

・本人の病感、病識の欠如に対しては、心理検査を実施していく必要がある。










